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第 2章において本論文において用いる寿命分布及び打ち切りモードの概念を与え，第 3 章において，
counting process , martingale 極限定理， von Mi ses の統計的汎関数についての基本結果につ
いて述べる。乙れら数学的道具を用いて，第 4章から第 6章において，完全標本とランダム打ち切り標本
の区別をする乙とのない統一的な証明方法で，検定統計量の漸近的な性質を導く。













た 6 つの分布族Hl: IFR , H2:IFRA , H3: NBU , H4: NBUE , H5: DMRL , .H6 :HNBUE を考え
る。乙れらの分布族の包含関係はHl →H2 →H3→H4 →H6; Hl →H5→H4→H6 である。 4つの分




ni an bri dge IC:収束する乙とを用いてこれらの検定統計量の漸近正規性を示した。寿命解析におけるも
う 1 つの問題点は，技術的または経済的理由から寿命試験を中途打ち切りする乙とである。乙乙では，本
来の実験とは無関係な他の偶然要因によって観測が打ち切られるランダム打ち切りとよばれる場合を取り
扱っている。本論文では，さらに， ランダム打ち切りデータに対して指数性の検定を考えるo Kapl anｭ
Meier 推定量は打ち切り観測の場合の経験分布関数に対応するものであることから，一般化した指標に
おいて分布関数の代わりにKaplan-Meier 推定量を代入して得られる検定統計量を提案し， Kaplan 
-Meier 推定量がやはり Browni an bri dge IC:収束する乙とを用いてこれらの検定統計量の漸近正規
性を示した。実際に，対立仮説の分布として寿命分布( I )ー (IV) をとり，一般化指標による打ち切り観測
の検定統計量の漸近平均と漸近分散を計算して， Pitman's efficacy IC:より検定統計量の漸近有効性
を数値として求めた。
以上のように，本論文は寿命解析におけるランダム打ち切り標本に基づく指数性の検定の研究に重要な
知見を与えるものであり，学位論文として価値あるものと認める。
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